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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞膜の小さな陥入部であるカベオラの内面の主要成分であり、シグナル伝達、脂質代謝、細胞増殖制御、アポトーシスなどの重要な細胞機能に関与している。このタンパク質は腫瘍抑制因子として機能する可能性がある。この遺伝子と関連ファミリーメンバー（CAV1）は7番染色体上に隣接して位置し、共局在するタンパク質を発現して安定したヘテロオリゴマー複合体を形成する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されている。代替のインフレーム翻訳開始コドンの使用によって生じる追加のアイソフォームも記載されており、細胞内で優先的に局在することが示されている（PMID：11238462）。[RefSeq提供、2011年5月]、機能：カベオラ膜内で足場タンパク質として機能する可能性がある。 Gタンパク質αサブユニットと直接相互作用し、その活性を機能的に制御することができる。,機能：カベオラ膜内で足場タンパク質として機能する可能性がある。Gタンパク質αサブユニットと直接相互作用し、その活性を機能的に制御することができる。カベオリン-2は、カベオリン-1と連携して補助タンパク質として機能する可能性がある。,オンライン情報：カベオリンエントリ,類似性：カベオリンファミリーに属する。,細胞内局在：膜内でヘアピン様構造を形成する可能性がある。カベオラの膜タンパク質。,サブユニット：ホモ二量体。カベオリン-1と-2は共局在し、安定なヘテロオリゴマー複合体を形成する。,組織特異性：内皮細胞、平滑筋細胞、骨格筋芽細胞、線維芽細胞で発現する。,
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	EGF 200 ng/ml 5‘で処理したHepG2細胞ライセートのカベオリン2（リン酸化Tyr27）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

